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令和6年度
校内研究主題

主体的に学び自分の思いを表現できる子
～PBL型授業の実践を通して～

Problem Based Learning 問題解決型の授業

Project Based Learning 課題解決型の授業
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昨年度の校内研究について



一人一実践

生成AIを用いた
質的研究法

成果と課題・仮説生成

小グループで協議
（授業を観れない場
合は動画視聴）



研究授業の成果（から一部抜粋）
学びの深まり
〇誤答（ミスコンセプション）や多様
な考えが議論や葛藤を引き起こし、
学びが深まる場面が見られた。
〇子どもたちにとって切実な課題
（単元の目的の明確化）が、課題
解決に向けた探究的な学びを促
進した。

年間を通しての成果
自分の思いを言語化できる
子どもが増えてきた。

課題
自分の思いを表現できる子は増
えているが、考えが深まっている
かあやしいところがある。



令和７年度
校内研究主題

主体的に学び
考えを深める子の育成

主体的に学び自分の思いを表現できる子
～PBL型授業の実践を通して～

令和6年度
校内研究主題



PBL「問題解決・課題解決」

個別最適な学び

ICT

体験的な学び

教科横断的な学び
（２教科以上を組み合わせる）

特別支援（若木）

主体的に学び自分の思いを表現できる子
考えを深める子を育むために

PBLの枠組みを広げた方がよい！

自由進度

授業研究や協議会を通じた
成功事例の共有が

教員全体のスキルアップ

問題・課題を自分事にすることが大切
（研究の成果を元に！）



●授業（見れない場
合は動画）
●校内研修のように
実践レポート
●研究授業の時間
をとって見合う

学校評価・校内研究の評価
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問題解決・課題解決（PBL）

個別最適な学び

ICT

体験的な学び

教科横断的な学び
（２教科以上を組み合わせる）

特別支援教育

自由進度

研究授業グループ

教員一人一人が自分事として！
みんなが得意分野で！

研究授業を行わない
人が校内研修の中で

実践を発表する。

研究授業の時には、動画
撮影を行い、協議会に参加
できなかった実践も視聴で

きるようにする。
小人数グループで授業を考える

1回の研究授業で、2，3グループ実践
観察者は１つの協議会に参加する。



問題解決・課題解決（PBL）

個別最適な学び

ICT

体験的な学び

教科横断的な学び
（２教科以上を組み合わせる）

特別支援教育

自由進度

研究授業グループ

講師：庄子寛之先生



「学んだことを人生や社会に生かそうとする力」
「未知の状況にも対応できる力」
「実際の社会や生活で生きて働く力」（文科省）

内容ベース
(コンテンツ・ベースト)

資質・能力ベース
(コンピテンシー・ベースト) 

主体的に学び
考えを深める子の育成



各教科等の特質に応じた見方・
考え方も大切！！
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問題解決・課題解決（PBL）

個別最適な学び

ICT

体験的な学び

教科横断的な学び
（２教科以上を組み合わせる）

特別支援教育

自由進度

研究授業グループ
研究授業を観る視点

主体的に学んでいるか？

考えを深めているか？

各教科等の特質に
応じた見方・考え方
を働かせているか。

関連付けながら
学んでいるか。

協議会で
どこで？どのように？なぜ？
こうすれば・・・等 話し合う







量的研究法 質的研究法

研究方法について

◯比較「A指導法とB指導法の
効果の比較」
◯実態調査「分からない問題が
あったら、自分で考える。」子ど
もが◯%いる。
◯仮説検証・・・〇〇の手立てを
行うことで、□□するだろう。

「〇〇の手立てを行うことで□□する子が◯%
増えた。」って本当？発達段階やその他の要因
は考慮に入れなくて良いの？

ある子どもは上がって、ある子どもは下がって、
平均◯%上がったで良いの？

「なぜAの子は上がって、Bの子は下がった
の？」という数値で表されない重要なところに
焦点を当てることができない。
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質的研究法

一般的に、観察したものを文章として記録していき、
事実を明らかにしていく方法

量的研究法と大きく違うの
は、仮説検証を行うことが
量的研究法で、質的研究法
は様々な具体的な事実を基
に「◯◯になりそうだ。」
と仮説を作る（仮説生成）
ことがゴールになる。
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校内研究
スケジュール
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生活指導について

校内研修・宿題・評価



令和７年度
Ⅱ校内研修について



校内研修
スケジュール

生活指導について

校内研修・宿題・評価



令和７年度
校内研究主題

主体的に学び
考えを深める子の育成

問題解決・課題解決（PBL）

個別最適な学び

ICT

体験的な学び

教科横断的な学び
（２教科以上を組み合わせる）

特別支援教育

自由進度

研究授業グループ
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